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 親の職業や職業観が大学生の職業未決定状態にどのような影響

を与えるかを質問紙調査を行い調べた．職業未決定状態に関する質

問項目（下山，1986）を因子分析し，親の収入，親の職種，親の職

業観，親自身の仕事への親の不満，親の進める職種に関する質問項

目が因子に与える影響の強さを調べた． 
 調査回答者 大学生244名であった． 
 手続き 調査は集団で行われた．参加者は親の職業や職業観に

関する以下の質問に答えるよう教示される．まず，主たる生計維持

者は両親のどちらかが尋ねられ，以後，主たる生計維持者の親を想

定して質問に答えるよう言われる．次にその親の収入を多いと感じ

るかどうかを7点尺度（とても多い～とても少ない）上で評定する

よう求められる．続いて，主たる生計維持者の親の職種を具体的に

訊かれ，その親と同じ職業についてみたいかどうかを7点尺度（と

てもそう思う～まったくそう思わない）上で答えるよう求められる．

その際，その理由も合わせて尋ねられる． 
 さらに，親の職場の環境に関する質問がなされる．ます，生計維

持者の親の現在の職場が良いところであるように見えるかどうか

を7点尺度（とてもそう見える～まったくそう見えない）上で評価

するよう言われる．次に生計維持者の親が現在の職場について不満

を言っているのを聞いたことがあるかどうか，ある場合その理由を

訊かれる． 
 最後に，親がどのような職業を大学生に望んでいるかに関する質

問を訊かれる．まず，生計維持者の親が，親と同じ職業

に就いてほしいと思っているかどうか，いるのであれば

その理由を尋ねられる．次に，生計維持者の親が勧める

職種を列挙するよう言われる． 
 親の職業や職業観に関するこれらの質問の後，卒業後

に就きたいと思っている職業がどの程度明確になって

いるかを知るため，“職業未決定尺度”（下山, 1996）38
項目の質問に答えるよう言われる．参加者は，各質問に

ついて7点尺度（とてもあてはまる～まったくあてはま

らない）上で評定するよう求められる． 

 結果と考察 印刷上の不備があった5つの尺度を除外し，職業

未決定尺度の評定値を因子分析した．探索的因子分析の結果，先

行研究（下山，1986）と同じ 6 因子が見いだされ，図 1 の楕円の

中のように解釈した．図 1 は検証的因子分析の結果である．モデ

ルの適合は良好であった（GFI = .910, CFI = .956, RMSEA = .034）．
パス係数，共分散ともにすべて有意であった． 

 次に，親の職業に

対する大学生の評価

が大学生の職業未決

定状態にどのような

影響を及ぼしている

かを調べた．図 2 の

ようなモデルを作り

共分散構造分析を行

った．モデルの適合

は比較的良好であっ

た（GFI = .886, CFI = .907, RMSEA = .045）が数値変数間の共分散，

数値変数から因子へのパスのいずれも有意とはならなかった． 
 親の職種の違い，親が自身の職場の不満を家庭で漏らすのを聞い

たことがあるかどうか，親が大学生に具体的な職種を勧めている

かどうかで，大学生の職業未決定状態に違いが出るかを，図 1 の

モデルを使い，多母集団の同時分析を行うことで調べた．結果を

表1に示す．まず，親の職種の違いであるが，『会社員』と答えた

者が 115 名と多数を占め，他はバラバラであったため，会社員と

それ以外とに分け分析を行った．因子平均は会

社員以外/不満を漏らしたことがない/勧める職

種がない，の因子平均をそれぞれ0としたとき

の値を示している．親が会社員である場合，そ

うでない場合に比べ，大学生は有意に働く自信

がなく，自己実現できなさそうに感じていた．

にもかかわらず，情報は有意に得ている． 
 親の職場の不満を親が漏らしている場合，有

意に働く自信がなく，自己実現できなさそうに

感じるが情報は有意に集めている． 
 親の勧める職種がある場合，ない場合に比べ，

有意に，働く自信がなく自己実現できなさそう

に感じ決定を先送りしようとする．結果として，

情報がないと感じる． 
 親の影響は，職業に関する尺度を使った評価

ではうまく測れず，家庭内での影響を示す，よ

り直接的な証拠によく現れていることが分か

った． 

働く自信がない .47 (.13 ) 3.53 *** .56 (.14 ) 3.93 *** .58 (.13 ) 4.41 ***
自己実現できそうにない .37 (.15 ) 2.48 ** .49 (.16 ) 3.15 *** .56 (.15 ) 3.90 ***
決定を先送りしている .18 (.16 ) 1.10 n.s. .27 (.18 ) 1.49 n.s. .33 (.17 ) 1.97 *
今探している .20 (.19 ) 1.03 n.s. -.04 (.15 ) -.28 n.s. .01 (.18 ) .07 n.s.

情報がない -.33 (.13 ) -2.53 ** -.27 (.13 ) -2.03 * .40 (.13 ) 3.00 ***
ブランド志向 .02 (.20 ) .12 n.s. .20 (.19 ) 1.08 n.s. .07 (.20 ) .35 n.s.

表1

因子平均
（SE）

因子平均
（SE）

ｚ値 ｚ値 ｚ値
因子平均
（SE）

親の職業，職業観が職業未決定状態に及ぼす影響の強さ

親が会社員である
親が職場の不満を
漏らしたことがある

親が勧める職種がある

図1 大学生の職業未決定状態の確認的因子分析．

図2 親の職業に対する大学生の評価が大学生の職業未決定状態に及ぼす影響


